
市政報告

　このたびの記録的な大雨により、宮城野区東部の各地域では、短時間に激しい雨が降り、道路や住宅の冠水
など、深刻な被害が発生しました。被害に遭われた皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。ちょうど現在開
会中の仙台市議会において、この地域の冠水対策について課題を指摘し、改善を求めたばかりでしたが、10
月 1日には「記録的短時間大雨情報」が発表され、まさに想定していた懸念が現実となる形で、大きな被害が
生じてしまいました。急激な豪雨であったこともあり、従来の備えでは十分に対応しきれなかった面も明らか
になっています。現在開会中の市議会において、10月 1日の被害を受けて明らかになった課題について、10
月 3日、会派代表により仙台市の見解を確認しました。私自身も現地を確認し、住民の皆さまから多くの切実
な声を伺っています。排水施設や電源設備の不具合など、これまでの教訓が十分に生かされていない点も見受
けられ、早急な改善が求められています。こうした現場の実情と議会での議論を踏まえ、課題を一つひとつ明
らかにし、再発防止と安全対策の強化に全力で取り組んでまいります。
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仙台市議会　第 3 回定例会 決算総括質疑 【10 月 3 日】せんだい自民・参政の会

【質問】この地域の冠水対策については、先週（９月２５日）、具体的な課題や対応策について議論したば
かりでした。しかし今回、先週の議論では明らかになっていなかった電源の問題など、新たな課題が存在し、
周辺地域の信頼を損なう事態もあったと聞いています。この事案も踏まえ、この地域の排水機場や排水ポ
ンプ車等の対応状況について伺います。

【答弁：建設局】
・白鳥・高砂地区の雨水を排水する西原雨水ポンプ場は午前 9時から全ポンプを稼働。
・同地区 5カ所の緊急内水排除ポンプのうち、4カ所は午前 8時 50 分頃から順次稼働。
・残る 1カ所は発電設備の不具合により稼働が遅れ、代替設備の手配に時間を要した。
・白鳥地区への排水ポンプ車の配置も検討されたが、配管切替に時間を要するため見送った。
・その後、蒲生雨水ポンプ場で電源設備が水没し、3台中 2台のポンプが停止した。
・ポンプの停止がした蒲生雨水ポンプ場に排水ポンプ車を配置した。

【質問】これまで、この地域では排水施設の稼働をめぐって、震災以降、たびたび問題が発生してきました。
そのたびに、「排水施設が確実に稼働し、その能力を十分に発揮できるよう、管理を徹底する」との説明が
なされてきましたが、今回の事態を見ると、教訓が十分に生かされているとは言えません。今後、同様の
事態を繰り返さないために、具体的にどのような改善・強化策を講じていくのか、副市長に伺います。

【答弁：副市長】
・白鳥・高砂地区で浸水被害が生じた際には、必要な対応を行ってきたが、今回の大雨対応を踏まえ、　　
　さらなる改善が必要と考えている。
・今後は、代替発電機により、緊急内水排除ポンプの電源確保を速やかに行うとともに、蒲生雨水ポン　　
　プ場の確実な運転確保のための対策を講じる。
・突発的な大雨に備え、ポンプ場整備によるハード対策に加え、迅速な排水対応訓練などのソフト対策　　
　の充実を図り、地域の安全確保に必要な取組を早急に進める。

意見フォーム

　今回の記録的な大雨に伴い、宮城野区東部では道路や住宅の冠水など深刻な被害が発生しました。10月 3
日現在、人的被害は確認されていませんが、床上浸水や車両の被害が多く報告されています。現在、危機管理
局において被害状況や対応経過の詳細を整理中です。次回の市政報告にて、全容と今後の対応方針について詳
しくご報告申し上げます。まずは取り急ぎ、現時点での状況をご報告いたします。

裏面　福室排水区位置図、罹災証明書申請窓口、災害ごみ減免対応等のお知らせ

【白鳥・高砂地域の方へ】10 月１日、想定を超える豪雨に関連したご報告


